
　　

課　題

目　標

SDGsに対する理解が十分ではなく、実践者であると
いう意識が若い世代を含む地域住民、関西市民に十
分に浸透しているとはいえない。

関西地域のNGO/NPO・市民社会と協働し、かんさい
SDGs市民アジェンダ策定の取組みを通じて、地域
から市民社会意識の醸成とアクションにつなげる。

若い世代を巻き込んだ
「かんさいSDGs市民アジェンダ」の策定と活用
～関西地域のSDGs啓発・普及活動を
目標達成に向けたアクションへつなぐ～
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NPO等SDGs
推進事例調査 84団体

延べ 300人

85％

35％

キックオフ大会・
分科会参加者

今年度計画の達成度

目標達成度
活動内容と成果

SDGsの達成を地域に根ざして実現するための関西地域の状況に合わせたアジェ
ンダを市民社会のイニシアチブにより策定する。

SDGsの啓発・実践を展開するため、関西の状況に合
わせたアジェンダ（政策課題・提言・目標と解決のた
めのアプローチ群）策定の取組みを試みた。全国に先
駆けて地域アジェンダを策定した北海道の関係者と
情報や手法を共有しながら、キックオフ大会（市民社
会・ユース各1回）、分科会（計5回）、勉強会（1回）、運
営委員会（計7回）を開催した。アジェンダ策定に至る
前段階として、関西におけるSDGs実践の先駆例を抽
出するためアンケート調査を実施し、関西の地域に
根ざしながらSDGsの概念とも共鳴する事例発掘に
努めた。

今後の
展望

第2回分科会「災害」ワークショップの様子

「教育」ワークショップの様子

■苦労した点
分科会開催に意欲的な団体・関係者・
若者が多く、当初予定していた会の
数が増えたため予算の調整が大変で
あった。

■工夫した点
夏分科会をできるだけ多く開催する
ことでアジェンダの内容を充実させ
た。加盟団体や関係者の協力を得て経
費の調整を行った。

（特非）   関西NGO協議会

実　践

ひろげる助成
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